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224生涯教育の現状に関する実証的研究

表３学習情報提供事業

’Ⅱ】-（】（『

その内容

０（０）
26.1（６）
34.8（８）
56.5（13）
26.1（６）
26.1（６）
０（０）

13.0（３）

テレホン・サービス
テレピ・ラジオのスポット放送
新聞・雑誌への掲載
情報紙（誌）の発行
パンフレットの発行
リーフレットの発行
街頭ポスターの掲示
その他

（複数回答。あてはまるものすべてに○印をつける。）
あり，現在，学習情報提供事業を「行っている」と回答した民間学習機関は37.1パー
セントである。逆に，「学習情報提供事業を行っていない」と回答した民間学習機関
が48.4パーセントあり，両者の差は約１割である。
行っている学習情報提供事業の内容で，５０パーセントをこえる回答があったのは
「情報紙（誌）の発行」（56.5パーセント）だけである。ちな承に都道府県教育委員
会が行う学習情報提供事業では，「学習情報紙（誌）の発行」は７割をこえる回答が（１）
あった。
２番目に回答が多かったのは「新聞・雑誌への掲載」（34.8パーセント）であるｏ

続いて「テレビ・ラジオのスポット放送｣，「パンフレットの発行｣，「リーフレットの
発行」の26.1パーセントである。「テレホン。サービス｣,「街頭ポスターの掲示」は，
今回，回答を寄せた民間学習機関では行われていなかった。この点についても，都道（２）
府県教育委員会が行う学習情報提供事業の方が積極的である。

⑤学習相談事業

個人の学習を援助するような学習相談事業を現在行っているのは，回答を寄せた民
間学習機関の中で22.6パーセントである(図２)。現在準備中のものを含めても27.4パ
ーセントで，学習相談事業を行っていない機関の比率66.1パーセントとは大きなひら

きがある。
学習相談事業の対象については，回答を寄せた民間学習機関の中では「受講者の

承」が42.9パーセント，「受講者を含む一般の住民」が57.1パーセントとなっており

行っている 現在準備中 行っていない 毎 回 答‘､，、

37.1（23） ０（０） 48.4（30） 14.5（９）
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228生涯教育の現状に関する実証的研究

表１０学級・講座・教室の学習領
域の種類

表１１学級・講座・教室の学習領域

口云術・去龍・趣明

津庚・体力
r 】 可 『 囮

’
’犬u獄・叡蜑

市民牛活

[ 】 １ 『 【 』

’ ’】(】-（

儀灘震簿幾熱）（職萱概は…のすべてに）
ところで，このような学級・講座・教室事業を成功させるには，まず企画の段階

で，人有のニーズを適確にとらえ，人々のニーズに合った内容の事業を企画する必要
がある。しかし，今回回答を寄せた機関のなかで，企画にあたって，マーケットリ
サーチを行っているのは約２割にすぎず，半数の機関が学級・講座・教室の受講者に
対してアンケート調査を行い，それを企画の際に参考にするにとどまっている（表
12)｡もっとも多くの機関が行っているのは，時代の新しい動きに注目して学級・講
座・教室を企画するという場合で，これは７割を超えているｏまた，過去の経験にも
とづいて行う場合も６割を超えており，経験や勘にもとづいて学級・講座・教室事業
を企画する機関も少なくないといえそうである。
企画された学級・講座・教室に多くの受講者を集めるためには，民間の学習機関の

場合，とりわけPRが大きな役割を果たすであろう。今回回答を寄せた49の機関も様
々な媒体を通してPRを行っている。パンフレット(57.1パーセント）やリーフレッ
ト（42.9パーセント）の発行，ダイレクトメールの発送（36.7パーセント）はもちろ
んのこと，新聞・雑誌広告（79.6パーセント），新聞の折り込承広告（38.8パーセン
ト）やテレビ・ラジオのスポット放送（49.0パーセント）といったマスコミを利用し
たPRも目立っている（表13)。これは，今回の調査対象が新聞・雑誌・放送関係の
教育文化機関であることも影響しているものと思われる。
このように民間の学習機関では，多様な媒体を利用したPRが行われている。しか

もPRは，ひとつの機関が様々の媒体を組承合わせて行うという場合が多く，ひとつ

19.1（９）

68.1（32）

40.4（19）

44.7（21）
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刀０生涯教育の現状に関する実証的研究

表１５事業評価表１６企画の際の評価結果の活用の程度

淵｜灘 ）’１００.(】

を寄せた機関のなかで，そのようなことを行っているところは75.5パーセントに及ぶ
（表17)。その内容は，修了証の付与が83.8パーセントでもっとも多い。芸術・芸
能・趣味等の学級・講座・教室では，家元等から免状が発行される場合も多く，その
ような機関は６割を超えている。さらに，各機関が独自に免状を付与しているところ
も13.5パーセントある。

表 １ ７ 修 了 証 等 の 付 与 ま た ， 学 級 ・ 講 座 ・ 教また，学級・講座・教
室の修了者に対するアフ
ターサービスについて
は，それを行っている機
関は48.9パーセントで半
数以下である（表18)｡
しかし，「現在準備中」
のところが14.3パーセン
トあり，全体の６割以上
が，学級・講座・教室の
修了者に対して何らかの
アフターサービスを行っ
ているか，現在準備して
いるということになる。
その内容としては，各種
の講演会や展示会，発表
会等の案内を送ったり
（50.0パーセント），学
級．講座・教室事業の案
内を送ったり（41.7パー
セント）するだけではな
く，友の会を組織したり

その内容

修了証
独自に付与する免状
家元等から発行される免状
その他

83.8（31）
13.5（５）
64.9（24）
２．７（１）

(複数回答。あてはまるものすべてに○印をつける｡）

表１８アフター・サービス

その内容

学級事業等の案内を送る
講演会等の案内を送る
友の会を組織する
自主的学習活動の援助
その他

41.7（10）
50.0（12）
37.5（９）
41.7（10）
12.5（３）

（複数回答。あてはまるものすべてに○印をつける｡) く，友の会を組織したり
（37.5パーセント），あるいは，これまで民間の学習機関では行われにくいとされて
きた，受講修了者の自主的な学習活動に対する援助（41.7パーセント）なども含まれ



民間学習機関の生涯教育活動に関する調査刀Ｉ
ている。
最後に，これまで承てきた学級・講座・教室事業を行うための施設の面についても

ゑて承よう。学級・講座・教室事業を行っている機関の８割以上は一般教室を備えて
いる（表19)｡そのうちの約半数は教室数が１～５室であり，教室の数が11以上のと
ころは全体の２割にすぎない（表20)｡一般教室以外の施設では,3割を超える機関
が講堂（ホール）や，調理室，工作室などの各種実習室を備えており，屋内運動施設
をもつところも22.4パーセントある。しかし,LL教室や，受講者が自己学習をすす
めるために必要となるような図書室ということになると，今回回答を寄せたなかでそ
れらを備えているところは，わずか１機関にすぎない。

表１９学習施設 表２０一般教室の数

’’ ’83.7（41）

’ ’ ’その他 22.4（11）

(謡星彗方雪子は震るものすべてに）

４ お わ り に

民間学習機関は，主として人口が集中している大都市で活動を展開しているが，現
在のところ，学級・講座の開講が主で，それに講演会，展示会等の事業が行われる程
度で，いわば地域における点的活動の域を出ていない。これが線的な活動，また面的
な活動にまで拡大するためには，生涯教育に対する理念の再検討やシステムの再構成
が必要ではないだろうか。教育の生活化，生活の教育化という生涯教育の理念を実現
するためには，今後例えば，行政の行う生涯教育活動との一層の連携等の新しい工夫
が必要であろう。
事業の基本方針を承ると「生涯各期にわたる学習機会の提供」と「地域の中での学

１ ～ ５ 室 48.7（20）

６～１０室 24.4（10）

１１～２０室 17.1（７）

２１室以上 4.9（２）

無 回 答 4.9（２）

計 100.0（41）

講堂（ホール） 30.6（15）
各種実習室 32.7（16）
屋内運動施設 22.4（11）
屋外運動施設 8.2（４）
図書室 2.0（１）
LL教室 2.0（１）
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民間学習機関の生涯教育活動に関する調査〃３

表２２学習相談事業（都道府県教育委員会）

J1】-９４『

その内容

32.5（13）
57.5（23）
72.5（29）
77.5（31）
60.0（24）
35.0（14）
10.0（４）

学習面接相談
電話相談
はがきによる相談
巡回相談
テレビ・ラジオ相談
学習相談員・アドバイザーの設置
その他

(複数回答。あてはまるものすべてに○印をつける｡)

現在準備中 行っていない 無 記 入 計

2.3（１） 4.5（２） 2.3（１） 100.0（44）


